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歴
史
を
刻
ん
だ
学
び
舎
で�

最
後
の
卒
業
式�

〜
前
田
小
学
校
〜�

　
３
月
中
旬
、
市
内
の
各
小
学
校
で
卒
業
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
新
校
舎
を
建
設
中
の
前
田
小

学
校
で
は
、
現
校
舎
で
は
最
後
の
卒
業
式
。
校
舎
は
昭
和
38
年
、
当
時
で
は
め
ず
ら
し
い
円
形
校
舎
と

し
て
建
設
さ
れ
、
児
童
や
教
職
員
、
地
域
住
民
に
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
ド
ー
ム
型
の
体
育
館
で
行

わ
れ
た
式
典
で
は
、
校
長
先
生
か
ら
16
人
の
卒
業
生
一
人
ひ
と
り
に
卒
業
証
書
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。�

広報�



　広報きたあきた　18．４．１  ２�

◇
合
併
時
の
職
員
定
数
６
７
８
人
を
今
後
５
年
間
で
約
20
％
減
ら
し
、

　
５
４
０
人
に
削
減�

◇
三
位
一
体
改
革
に
伴
う
集
中
改
革
プ
ラ
ン
の
進
行
管
理
を
行
い
、
行

　
政
の
身
軽
な
体
制
強
化
を
促
進�

◇
秋
田
内
陸
線
再
生
計
画
の
実
施�

◇
雇
用
の
確
保
を
図
る
新
た
な
企
業
誘
致
と
既
存
企
業
の
支
援
強
化�

◇
限
ら
れ
た
財
源
に
よ
る
、
山
積
す
る
行
政
課
題
へ
の
取
り
組
み�

◇
個
人
情
報
の
不
正
使
用
と
漏
え
い
の
防
止�

◇
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
市
の
情
報
を
全
国
発
信�

 

北
秋
田
市
が
誕
生
し
て
１
年
、
特
色
あ
る
地
域
の
調
和
を
図
り
な
が

ら
、
市
民
、
議
会
、
行
政
が
一
体
と
な
っ
た
市
政
を
推
進
し
て
き
ま
し

た
。
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
に
よ
り
、
そ
の
成
果
は
徐
々
に
現
れ
て

い
ま
す
。
平
成
18
年
度
に
つ
き
ま
し
て
も
、
各
地
域
の
産
業
、
文
化
、

そ
し
て
人
が
連
携
し
、
市
勢
の
発
展
を
目
指
し
ま
す
。

■
観
光

◇
県
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
マ
タ
ギ
の
森
へ
」
構
想
に
参
画
。
マ
タ

　
ギ
文
化
を
体
験
す
る
ス
ロ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
し
て
誘
客
促
進�

◇
首
都
圏
、
関
西
圏
か
ら
の
新
た
な
旅
行
商
品
開
発
に
対
す
る
援
助�

◇
森
吉
・
阿
仁
ス
キ
ー
場
の
存
続
に
向
け
た
要
望
活
動�

◇
阿
仁
の
ゴ
ン
ド
ラ
を
利
用
し
た
森
吉
山
観
光�

◇
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
新
鮮
な
観
光
情
報
発
信�

■
商
工
業�

◇
商
業
活
性
化
総
合
支
援
事
業
等
を
活
用
し
た
に
ぎ
わ
い
あ
ふ
れ
る
商

　
店
街
づ
く
り
の
推
進
と
中
小
小
売
商
業
の
振
興�

◇
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
運
営
組
織
拡
大
と
業
務
の
開
拓
に
つ
い

　
て
の
支
援�

■
ご
み
・
廃
棄
物
処
理
・
交
通
安
全
な
ど�

◇
ご
み
の
分
別
収
集
、
減
量
化
、
再
資
源
化
の
取
り
組
み
推
進�

◇
ク
リ
ー
ン
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
な
ど
廃
棄
物
処
理
施
設
の
安
全
な

　
稼
動
と
維
持
管
理�

◇
廃
棄
物
の
適
正
な
処
理�

◇
交
通
安
全
運
動
へ
の
取
り
組
み�

■
防
犯
・
防
災
・
消
防

◇
防
犯
指
導
隊
、
防
犯
協
会
の
活
動
を
支
援
し
、
警
察
署
に
お
け
る
地

　
域
安
全
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
の
連
携
に
よ
り
「
安
全
・
安
心
」
を
確
保�

◇
有
事
に
お
け
る
市
民
の
安
全
に
係
る
体
制
整
備
の
た
め
国
民
保
護
計�

　
画
を
策
定�

◇
救
急
救
命
士
の
養
成
と
救
急
隊
員
の
教
育
訓
練�

◇
市
民
参
加
の
訓
練
、
講
習
会
等
の
積
極
的
開
催�

◇
防
火
対
象
物
等
の
防
火
管
理
の
徹
底�

◇
平
成
19
年
産
か
ら
の
農
業
者
・
農
業
者
団
体
に
よ
る
主
体
的
需
給
調

　
整
シ
ス
テ
ム
へ
の
移
行
支
援�

◇
畑
作
園
芸
振
興
に
係
る
収
益
性
の
高
い
戦
略
作
物
の
普
及
拡
大
と
有

　
機
質
堆
肥
に
よ
る
地
力
増
強�

◇
畜
産
振
興
に
係
る
収
益
性
の
高
い
経
営
と
畜
産
環
境
の
改
善
促
進�

◇
森
林
資
源
の
育
成
・
良
質
材
の
生
産
拡
充�

◇
林
道
機
能
の
向
上
・
基
盤
整
備
促
進
、
地
場
産
材
の
利
用
拡
大�

　
本
年
度
は
、
限
ら
れ
た
財
源
を
最
大
限
有
効
に
活
用
す
る
観

点
か
ら
、
経
費
の
一
層
の
節
減
合
理
化
と
事
務
事
業
の
見
直
し

を
図
り
、
費
用
対
効
果
を
勘
案
し
た
各
種
施
策
で
、
市
民
福
祉

の
向
上
に
一
層
の
努
力
を
は
ら
い
ま
す
。

　
昨
年
度
は
、
旧
４
町
か
ら
の
積
み
上
げ
の
形
で
引
き
継
い
だ

事
業
と
総
合
発
展
計
画
や
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
な
ど
の
基

本
的
な
計
画
の
立
案
の
年
と
な
り
ま
し
た
。
18
年
度
は
各
種
計

画
に
基
づ
き
、
地
域
課
題
を
解
決
す
る
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
に
着
実
な
推
進
を
図
り
ま
す
。

　
項
目
別
の
主
な
施
政
方
針
と
事
業
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

平
成
18
年
度
施
政
方
針

■
総
務
・
企
画
・
財
政
・
広
報
な
ど

■
農
林
業

■
観
光
と
商
工
業

■
生
活
環
境
・
防
犯
・
防
災
な
ど

【
18
年
度
の
主
な
事
業
の
一
部
】

今年度は
　こうして
　まちづくりを
　進めます

職員定数６７８人を５年間で
５４０人に削減
職員定数６７８人を５年間で
５４０人に削減

マタギ文化を体験する滞在型
観光の推進（写真はイメージ）



　広報きたあきた　18．４．１　�３�

�

■
都
市
計
画

◇
平
成
21
年
度
の
完
成
を
目
指
す
都
市
計
画
道
路
「
太
田
川
口
線
」
の

　
建
設
促
進�

◇
日
沿
道
「
鷹
巣
大
館
道
路
」
の
事
業
推
進
協
力�

◇
栄
地
内
か
ら
あ
き
た
北
空
港
Ｉ
Ｃ
（
仮
称
）
の
区
間
と
基
本
計
画
区

　
間
の
二
ツ
井
鷹
巣
間
の
事
業
化
・
早
期
格
上
げ
に
向
け
た
要
望
展
開�

◇
市
営
住
宅
の
水
洗
化
整
備
（
２
団
地
25
戸
）�

■
道
路
河
川�

◇
市
道
の
新
設
改
良
工
事�

　
・
東
根
田
下
杉
線
改
良
の
た
め
の
橋
り
ょ
う
設
計
・
用
地
測
量
な
ど�

　
・
大
野
台
幹
線
新
設
の
た
め
の
詳
細
設
計
、
用
地
測
量
な
ど�

◇
除
雪
機
械
の
計
画
的
な
更
新
、
除
雪
体
制
の
充
実�

■
下
水
道

◇
下
水
道
の
面
的
な
整
備
促
進�

◇
合
川
道
城
地
区
の
農
業
集
落
排
水
事
業
新
規
着
手�

■
水
道�

◇
水
道
老
朽
化
施
設
の
整
備
促
進�

◇
統
合
簡
易
水
道
整
備
事
業
に
よ
る
明
利
又
地
区
へ
の
安
定
給
水�

■
国
民
健
康
保
険
・
保
健
事
業

◇
各
種
検
診
や
人
間
ド
ッ
ク
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
の
助
成�

◇
乳
幼
児
医
療
費
の
自
己
負
担
分
全
額
助
成�

◇
ガ
ン
検
診
や
基
本
健
診
な
ど
各
種
検
診
の
受
診
率
向
上�

◇
健
康
教
育
等
に
係
る
事
業
の
充
実�

■
福
祉
（
児
童
・
高
齢
者
・
障
害
者
な
ど
）

◇
生
活
保
護
に
係
る
適
正
な
保
護
の
実
施
と
自
立
支
援

◇
保
育
料
の
軽
減
措
置
等
の
実
施�

◇
児
童
福
祉
施
設
整
備
（
前
田
保
育
園
合
築
・
阿
仁
合
保
育
園
改
築
・

　
鷹
巣
児
童
館
増
築
）�

◇
家
庭
相
談
員
に
よ
る
各
種
相
談
（
虐
待
・
要
保
護
児
童
等
）�

◇
母
子
自
立
支
援
員
に
よ
る
生
活
支
援
、
就
業
支
援
等�

◇
介
護
予
防
事
業
や
高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
推
進�

◇
統
合
病
院
建
設
に
係
る
実
施
設
計�

◇
阿
仁
病
院
に
よ
る
地
域
住
民
の
健
康
サ
ポ
ー
ト�

◇
合
川
診
療
所
の
日
常
診
療
と
巡
回
診
療
や
在
宅
患
者
訪
問
診
療
、
看

　
護
師
に
よ
る
訪
問
看
護
の
充
実�

■
生
涯
学
習
・
文
化
振
興
な
ど�

◇
生
涯
学
習
等
の
振
興
の
た
め
、
諸
施
策
の
取
り
組
み�

◇
文
化
会
館
、
み
ち
の
く
子
ど
も
風
土
記
館
、
浜
辺
の
歌
音
楽
館
な
ど

　
の
利
用
促
進�

◇
文
化
の
創
造
や
民
俗
芸
能
文
化
財
の
保
護�

◇
伊
勢
堂
岱
遺
跡
の
調
査
研
究
、
森
吉
山
ダ
ム
建
設
に
伴
う
発
掘
調
査�

■
公
民
館

◇
公
民
館
活
動
の
充
実
と
市
民
交
流
の
推
進�

■
小
中
学
校

◇
小
学
校
再
編
整
備
計
画
成
案
の
取
り
ま
と
め�

◇
前
田
小
学
校
の
建
設
事
業
（
前
田
保
育
園
・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
と

　
の
合
築
事
業
）�

◇
学
校
施
設
の
耐
震
性
能
の
向
上�

◇
自
ら
学
び
自
ら
考
え
る
意
欲
と
時
代
の
要
請
に
対
応
で
き
る
能
力
・

　
地
域
性
を
活
か
し
た
総
合
学
習
に
よ
る
郷
土
愛
と
思
い
や
り
の
心
を

　
育
み
、
人
間
性
に
あ
ふ
れ
た
児
童
・
生
徒
の
育
成�

◇
基
礎
的
、
基
本
的
な
内
容
の
指
導
の
徹
底
な
ど�

◇
「
元
気
で
明
る
い
北
秋
田
っ
こ
」
を
育
て
る
環
境
づ
く
り

■
幼
稚
園

◇
幼
児
の
発
達
の
特
性
に
応
じ
た
き
め
細
や
か
な
指
導�

■
高
等
学
校
ほ
か

◇
市
立
合
川
高
校
に
お
け
る
「
魅
力
あ
る
学
校
」
「
特
色
あ
る
学
校
」

　
「
地
域
に
根
ざ
し
た
学
校
」
づ
く
り�

◇
「
北
秋
田
市
教
育
セ
ン
タ
ー
」
に
お
け
る
教
育
に
関
す
る
調
査
研
究

　
と
教
職
員
の
各
種
研
究
活
動�

■
ス
ポ
ー
ツ
施
設
等�

◇
平
成
18
年
度
に
オ
ー
プ
ン
す
る
市
民
プ
ー
ル
の
利
用
拡
大�

■
国
体
関
係�

◇
平
成
19
年
に
開
催
さ
れ
る
秋
田
わ
か
杉
国
体
の
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
と

　
し
て
全
日
本
社
会
人
タ
ー
ゲ
ッ
ト
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
選
手
権
大
会
、
全

　
日
本
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
選
手
権
を
開
催�

◇
秋
田
わ
か
杉
国
体
の
「
炬
火
採
火
地
」
に
道
の
駅
あ
に
マ
タ
ギ
の
里

　
が
決
定
、
国
体
成
功
に
向
け
、
意
識
高
揚
を
図
る
啓
蒙
活
動
を
推
進�

�

■
道
路
・
河
川
・
住
宅
・
上
下
水
道

■
福
祉
・
保
健

■
医
療

■
小
中
学
校
・
幼
稚
園
・
市
立
高
校

■
生
涯
学
習
・
公
民
館
活
動

■
ス
ポ
ー
ツ
・
国
体
関
係

【
18
年
度
の
主
な
事
業
の
一
部
】

●平成18年度施政方針

18年度オープン予定の市民プール 県と協力・連携を図り、早期完成を
目指す太田川口線
県と協力・連携を図り、早期完成を
目指す太田川口線

統合病院完成予想図



一 般 会 計 �
予算額　205億8198万3千円

平
成
18
年
度

北
秋
田
市
予
算

の
あ
ら
ま
し

歳入のその他の内訳

地方消費税交付金

使用料及び手数料

自動車取得税交付金

地方特例交付金

財産収入

利子割交付金

ゴルフ場利用税交付金

寄附金

交通安全対策特別交付金

配当割交付金

株式等譲渡所得割交付金

繰越金

3億8300万円

2億4512万4千円

9800万円

7400万円

2092万8千円

1500万円

1200万円

1028万9千円

700万円

150万円

150万円

1千円

歳出のその他の内訳

議会費

労働費 

災害復旧費

諸支出金

予備費 

2億2376万7千円

6060万2千円

4232万円

3383万4千円

2000万円

その他
3億8052万3千円
（1.9%）

商工費�
4億8914万円
（2.4%）

消防費�
9億3179万4千円
（4.5%）

農林水産業費�
12億239万3千円
（5.8%）

総務費�
19億4749万9千円
（9.5%）

公債費�
31億9238万5千円
（15.5%）

衛生費�
18億3939万6千円
（8.9%）

土木費�
19億6461万5千円
（9.5%）

教育費�
31億6581万2千円
（15.4%）

民生費
54億6842万6千円
（26.6%）

その他
8億6834万2千円
（4.3%）

地方譲与税�
6億1272万7千円
（3.0%）

諸収入
4億8510万3千円
（2.3%）

国庫支出金
18億447万1千円
（8.8%）

市債
18億7530万円
（9.1%）

繰入金
8億1153万6千円
（3.9%）

県支出金
11億2804万7千円
（5.5%）

市税
27億7872万4千円
（13.5%）

地方交付税
97億3266万2千円
（47.3%）

　
平
成
18
年
度
の
北
秋
田
市
の
予
算
は
、
自
主
財
源
で
あ
る
市
税
の
減
収
、
三
位
一
体
改
革
に
よ
る
地
方
交
付
税
の
減
額
、
国
庫
補
助
負

担
金
の
削
減
等
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
、
継
続
事
業
に
重
点
を
置
き
な
が
ら
、
国
・
県
の
予
算
内
示
の
状
況
、
新

市
の
基
本
構
想
・
基
本
計
画
を
考
慮
し
編
成
し
ま
し
た
。

　
市
の
財
政
は
、
経
常
収
支
比
率
が
高
い
状
況
（
平
成
16
年
度
決
算
に
お
い
て
98
％
）
に
あ
り
、
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、
一
般
財
源

配
分
方
式
（
シ
ー
リ
ン
グ
）
に
よ
り
、
各
部
・
課
に
お
い
て
経
常
経
費
を
見
直
す
と
共
に
、
行
財
政
の
簡
素
化
・
効
率
化
を
図
り
、
多
様

な
住
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、
政
策
的
経
費
に
充
当
す
る
財
源
の
確
保
に
努
め
編
成
し
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
平
成
18
年
度
の
一
般
会
計
本
予
算
は
、
２
０
５
億
８
１
９
８
万
３
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

国 民 健 康 保 険
国民健康保険合川診療所
老 人 保 健
介 護 保 険
介 護 サ ー ビ ス 事 業
簡 易 水 道
農 業 集 落 排 水 事 業
下 水 道 事 業  
特定地域生活排水処理事業
宅 地 造 成 事 業 �

20,581,983
3,649,378
255,284
5,241,138
3,544,575
134,927
819,994
311,656
1,888,724
46,173
23,430�
987�
1,886
859�
3�

794�
6,302�
28,368�
1,823
3,129

15,959,430
36,541,413

坊 沢 �
綴 子 �
　 栄 　 �
沢 口
七 日 市
米 内 沢
前 田
阿 仁 合
大 阿 仁

今年度は
　こうして
　まちづくりを
　進めます

分担金及び負担金
4億8507万1千円
（2.3%）

歳 入

歳 出

▲5.8�
▲3.4�
▲33.7�
3.2�
3.6�

▲88.0�
▲18.7�
▲43.4�
▲8.3�
▲16.4�
▲92.6
35.4�
149.8�
9.6�
0.0�
13.6�

▲21.8�
▲41.7�
▲40.7�
▲68.1�
▲10.6�
▲7.9

一 般 会 計

特
　
　
　
別
　
　
　
会
　
　
　
計

財
　
　
　
産
　
　
　
区

区 　 　 　 分 18年度予算額
17年度予算額

特 別 会 計 合 計

増減率

21,839,388
3,778,287
385,293
5,076,545
3,421,816
1,122,453
1,008,478
550,659
2,059,440
55,244
315,891�
729�
755
784�
3�

699�
8,059�
48,656�
3,072
9,813

17,846,676
39,686,064

24,420,513
3,832,675
381,454
5,391,614
3,638,912
1,140,850
982,372
543,255
1,883,222
46,195
315,891�
729�
755
965�
3�

699�
40,044�
143,823�
8,567
10,344

18,362,369
42,782,882

当　初 当　初2月議会時 2月議会時

合 　 　 　 　 計

▲15.7�
▲4.8�
▲33.1�
▲2.8�
▲2.6�
▲88.2�
▲16.5�
▲42.6�
0.3�

▲0.0�
▲92.6
35.4�
149.8�
▲11.0�
0.0�
13.6�

▲84.3�
▲80.3�
▲78.7�
▲69.8�
▲13.1�
▲14.6

※水道事業会計、阿仁病院事業会計を除く。
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主な事業（一般会計）主な事業（一般会計）

広報事業 29,262千円

秋田内陸線運営事業 81,902千円�

電算運用費 158,722千円�

自治活動推進費 13,838千円�

社会福祉協議会補助金 76,500千円�

国民健康保険特別会計繰出金 433,872千円�

サポートハウスたかのす指定管理料 23,347千円�

森吉生活支援ハウス指定管理料　20,621千円�

大野台エコーハイツ指定管理料　 79,496千円�

もろび苑指定管理料 124,625千円�

介護保険特別会計繰出金 553,996千円�

介護サービス事業特別会計繰出金　114,762千円

障害児通園施設指定管理料 25,998千円�

フードセンターたかのす指定管理料 47,710千円�

障害者支援費支給事業 488,063千円�

福祉医療給付事業 291,824千円�

老人保健特別会計繰出金　310,000千円

ひまわりの家管理費　 50,416千円�

すこやか子育て支援事業　 27,360千円�

私立保育園運営費 346,413千円�

児童手当 249,826千円�

母子父子福祉費 28,215千円�

児童福祉施設費　 620,885千円�

へき地保育所費　 34,462千円�

児童館費　 86,188千円�

生活保護費　 729,111千円�

保健事業　 83,766千円�

地域医療推進事業　 31,339千円

浄化槽設置整備事業 　24,809千円�

特定地域生活排水処理事業特別会計繰出金 　18,081千円�

塵芥処理費　 112,071千円�

北秋田市周辺衛生施設組合負担金 273,481千円�

クリーンリサイクルセンター費 　198,585千円�

簡易水道特別会計繰出金 193,744千円�

病院事業費 474,170千円

強い農業づくり交付金 42,709千円�

中山間地域直接支払交付金 26,382千円

農林業振興センター管理費 18,873千円

放牧場管理費　 15,555千円�

県営担い手育成基盤整備事業 62,600千円�

農業集落排水事業特別会計繰出金 111,146千円�

地籍調査事業　 29,866千円�

林道整備事業　 20,304千円�

木材公共施設整備事業　 78,830千円�

森林整備地域活動支援推進事業 65,897千円�

ふるさと林道整備事業 86,047千円�

打当温泉マタギの湯・マタギ資料館指定管理料　15,000千円�

道路維持費　 406,555千円�

道路新設改良事業　 488,973千円

湯口内線改良事業　 37,196千円�

都市計画街路事業 　246,050千円�

公営住宅整備事業　 21,546千円�

下水道事業特別会計繰出金 484,179千円�

遠距離通学費補助事業　 22,000千円�

山村留学センター運営費　 28,577千円�

学校建設事業　 593,125千円

文化会館管理費　 74,302千円�

伊勢堂岱遺跡調査発掘事業　 124,384千円�

森吉山ダム建設に伴う埋蔵文化財発掘調査事業　109,332千円�

体育館費　 53,530千円�

保健体育施設費　 81,812千円�

国体準備費　 123,905千円

学校給食費　 375,226千円

平成17年度末各種基金残高見込額

基金名称

財政調整基金

減債基金

まちづくり基金

地域福祉基金

国民健康保険財政調整基金

介護保険財政調整基金

土地開発基金

簡易水道事業減債基金

中山間ふるさと水と土保全基金

森吉山環境保全管理基金

ふるさと基金

高額療養費貸付基金

奨学資金貸付基金

介護保険給付費等貸付基金

地域振興基金

特別導入事業基金

合　　計

残高見込額

1,126,697千円

61,966千円

68,847千円

35,762千円

421,899千円

186,377千円

486,296千円

90,132千円

27,287千円

14千円

284,777千円

9,907千円

37,344千円

18,000千円�

500,000千円

10,260千円

3,365,565千円

歳入項目の用語解説

国の租税から市に配分された税
市が徴収する税
事業等のための市の借入金
国・県から目的により負担金、補助金、
委託金として交付される支出金�
基金、特別会計、財産区からの繰入金

地方交付税
市 税
市 債
国・県支出金

繰 入 金

歳出項目の用語解説

高齢者、障害者、児童福祉など福祉全般
の費用
市が事業のため借り入れたお金の返済金�
小中学校、幼稚園、各種教育施設の整備、
生涯学習、公民館などの費用�
職員、庁舎管理、選挙などの費用
道路等の建設費用
ゴミ処理、基本健診などの費用
農林業等の費用
消防防災などの費用
商工業振興などの費用

民 生 費

公 債 費
教 育 費
�
総 務 費
土 木 費
衛 生 費
農林水産費
消 防 費
商 工 費
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北秋田市成人検診は�

３方式　　　で受診できます�

　がん、心臓病、脳卒中をはじめとする生活習慣病は初期の自覚症状がほとんどありませんので検診を受

けて確認しましょう。�

　今年度より、65歳以上の方全員の基本健康診査に「介護予防健診」が追加されます。医療機関に受診さ

れている方も該当になりますので、受診されている方は、主治医・医療機関にお問合せ下さい。�

受けて安心　体の定期点検�

■受診時に必要なもの
・健康保険証（北秋田市国保の方には自己負担金全額が助成されます。必ず持参ください）

・健康手帳（お持ちでない方は当日お渡しいたします）

・自己負担金（生活保護、非課税世帯の方は無料ですが証明する書類が必要ですから保健センターに申請

　してください）

■お問合せ

※１　年度末年齢とは、平成１９年４月１日までの年齢をいいます。
※２　ドック方式はこのほかに病院へ支払う負担金が発生します。

（例）４０歳：昭和４１年４月２日～昭和４２年４月１日　５０歳：昭和３１年４月２日～昭和３２年４月１日

検診種目
対 象 者

（１８年度末時点の年齢）

自己負担金

集団方式 個別方式 ドック方式

基本健康診査

肝炎ウイルス検診（節目）

胸部総合検診

胃がん検診

大腸がん検診

前立腺がん検診

子宮頚がん・卵巣腫瘍検診

乳がん検診

骨そしょう症検診

歯周疾患検診

40歳以上の男女

40･45･50･55･60･65･70歳の男女

40歳以上の男女

40歳以上の男女

40歳以上の男女

50歳以上の男性

1,300円

700円

200円

1,200円

500円

500円

1,500円

1,300円

600円

1,300円

3,000円

1,200円

－

－

－

－

1,500円

1,300円

　－

1,300円

2,400円

1,200円

200円

1,200円

500円

500円

1,500円

1,300円

600円

1,300円

20～39歳までの女性（毎年）と
40歳以上の偶数年齢の女性

40歳以上の偶数年齢の女性

40･45･50･55･60･65･70歳の女性と
42～68歳までの偶数年齢の女性

40･45･50･55･60･65･70歳の男女

健（検）診を受けて生活習慣病・介護予防につとめましょう�

平成�
1 8 年 度 �
北 秋 田 市 �
成人検診の�
お知らせ�

市保健センター　　a６２－６６６６

合川保健センター　a７８－４２７２

森吉保健センター　a７２－３４５５

阿仁保健センター　a８２－２１１３

集 団 方 式 �
医療機関方式�
市民ドック方式�〔� 〕�

平成18年度�

※1 ※2
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■〈その１〉集団方式�

■〈その２〉医療機関方式�

■〈その３〉市民ドック方式�

※実施医療機関は、北秋中央病院・公立米内沢総合病院・市立阿仁病院です。

◇市民ドック

項　　目 合川地区阿仁地区森吉地区 鷹巣地区

集団方式 個別・ドック方式区　　分

40･42･44

　46･48歳

50･52･54
　56･58歳

・視触診
・マンモグラフィ
（２方向撮影
　　２読影医）

・視触診
・マンモグラフィ
（１方向撮影
　　２読影医）

・視触診
・マンモグラフィ
（１方向撮影
　　１読影医）
・超音波検査

・視触診
・マンモグラフィ
（１方向撮影
　　１読影医）

60歳以上の

偶数年齢

基本健康診査
肝炎ウイルス検診
大腸がん検診
前立腺がん検診

胸部総合検診

胃がん検診

子宮・卵巣腫瘍検診

骨そしょう症検診
乳がん検診

歯周疾患検診

５月８日～１９日

４月１１日～２１日

６５歳以上：４月１日～３月３１日

６４歳まで：５月１日～１２月末日

６月６日

４月６日～２７日 ５月２３日～３１日

６月１日～３０日

６月２６日～３０日

６月１日～３０日

７月３日～
　　　９月上旬

７月３日～
　　　９月上旬

１０月１１日～
　　１０月３０日

７月３日～
　　　９月上旬６月１日～１２日

５月２３日～２６日 ５月１５日～１８日

７月３日～１３日

６月中 ７月中 １０月中

肝炎ウイルス検診

子宮頚がん・

卵巣腫瘍検診

乳がん検診

歯周疾患検診

実　施　期　間項　　目

５月１日～１２月末日

基本健康診査

※乳がん検診は、年齢・方式で検査方法が違います

実施期間：５月１日～１月３１日

虫歯のない子

歯を大切に！

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

今川ゆうな

寺田ゆあん

長友かずき

三沢もみじ

渡辺えれん

川島あやね

會田あやの

村上つばな

石山ふうか

畠山まりか

佐 藤 せ な

佐々木さやか

村上はるの

工 藤 こ う

齊藤しょうご

（前　　野）

（坊沢大町）

（幸　　町）

（前　　野）

（高 野 尻）

（掛　　泥）

（あけぼの町）

（南 鷹 巣）

（大　　町）

（住 吉 町）

（住 吉 町）

（吉　　野）

（舟 見 町）

　

　

（阿仁銀山）

（米 内 沢）

（大 野 岱）

（川　　井）

（新 田 目）

ちゃん

ちゃん

ちゃん

小林いぶき

庄司あやの

對馬ななこ

【鷹巣会場　３月１４日】
【森吉会場　２月１５日】
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お子さんの 予防接種�
　　　きちんと受けていますか？�

　お母さんから赤ちゃんに受け継がれた免疫は�
生後12カ月までにはほとんど自然に失われてい�
きます。�
　そのためこの時期を過ぎたら予防接種により�
赤ちゃん自身で免疫をつくって病気を予防する�
必要があります。また、子どもは発育とともに�
外出の機会が多くなり、感染症にかかる危険性�
が増えていきます。        
　市では法で定められている乳幼児の定期予防接種を保健センターで行う「集団接種」
及び医療機関で行う「個別接種」により実施しています。保護者のみなさまにおかれま
しては予防接種の必要性をよく理解のうえ、定められた期間内に忘れずに接種するよう
につとめましょう。        

予
防
接
種�

予
防
接
種

予
防
接
種�

お子さんの 予防接種�
　　　きちんと受けていますか？�

予防接種を受けるときは母子健康手帳・予診票を持ってお出かけください
●「予防接種と子どもの健康」をよく読んで、受ける予防接種についてよく理解してから

　接種を受けましょう。        

●接種当日は「母子健康手帳」と「予防接種予診票」を忘れずに持参してください。�

　予診票は出生届の際にお配りしておりますが、お持ちでない場合は各地区の保健センタ

　ーでお受け取りください。        

●個別接種を予約した実施日にお子さんの体調が悪い等で行けなくなった場合は必ず医療

　機関に連絡してください。        

《注意事項》�

予防接種を受けるときは母子健康手帳・予診票を持ってお出かけください

お問い合わせ�
北秋田市保健センター　a62-6666

合川保健センター　　　a78-4272

森吉保健センター　　　a72-3455

阿仁保健センター　　　a82-2113

《接種間隔》�
■異なる予防接種を受ける場合�

ポリオ（１回目）

三種混合（Ⅰ期�

初回１・２回目）

先に受けた予防接種 間　隔 後に受ける予防接種

ポリオ

ＢＣＧ

麻しん・風しん

三種混合

先に受けた予防接種 間　隔

４週間以上

１週間以上

後に受ける予防接種

先に受けた予防�

接種と異なる種�

類の予防接種

■同じ種類の予防接種を受ける場合�

平成18年度日程�

ポリオ（２回目）

三種混合（Ⅰ期�

初回２・３回目）

６週間以上

３～８週間

以上

《接種料金》�
ここに掲載されている集団接種および個別接種はすべて公費負担（無料）で受けられます。�
ただし、定められている接種年齢を過ぎた場合は公費負担の対象となりません。        

《集団接種で受ける予防接種》�

ポリオ

対象月齢 接種回数 受付時間 持参するもの

【生後３～90カ月未満】�

標準として３～18カ月

６週間以上の間隔を�

おいて２回接種（飲む）
13：00～13：30

母子健康手帳

予防接種予診票

会
　
　
　
　
場

鷹巣保健センター

森吉保健センター

合川保健センター

市 立 阿 仁 病 院

６月15日（木）�

４月14日（金）�

10月５日（木）�

５月26日（金）

９月14日（木）�

11月16日（木）�

２月８日（木）

12月14日（木） ３月22日（木） 年４回�

年２回�

年２回�

年１回

※事前予約の必要はありません。
　直接各会場へおこしください。
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※ポリオ、三種混合ワクチンは、標準接種年齢を過ぎてしまった場合でも、90カ月（７歳６カ月）まで�
　公費負担により無料で接種できます。この期間中であればいつでも接種可能ですが、病気にかかりや�
　すい年齢を考慮して定められている標準的な接種年齢の期間中にできるだけ接種を受けましょう。        

《個別接種で受ける予防接種》�

麻しん・風しん
（ＭＲ混合ワクチン）

三種混合
標準接種年齢　生後３～12カ月
１期初回　　　３～８週間隔で３回接種
１期追加　　　１期初回終了後の12～18カ月後に１回接種（　　）

ＢＣＧ
接種年齢生後３～６カ月未満
※６カ月を越えた場合は、公費負担の対象となりませんのでご注意ください。

［第１期］生後12カ月～24カ月未満（２歳の誕生日の前日まで）
［第２期］５歳以上７歳未満で、小学校に就学する年の３月31日�
　　　　　までの間（いわゆる保育園、幼稚園の年長さん）
※平成18年４月１日より接種対象年齢が変更となりました。

医療機関名 接種曜日�
（毎週）

接 種 時 間 電話番号
三種混合�
麻 し ん
風 し ん

ＢＣＧ

北 秋 中 央 病 院

う え だ ク リ ニ ッ ク

�

遠 藤 ク リ ニ ッ ク

近 藤 医 院

�

佐々木産婦人科医院

�

�

たむら内科クリニック

津 谷 内 科

と し ま 医 院

奈 良 医 院

�

�

藤 原 医 院

�

盛 岡 外 科 医 院

疋 田 外 科 内 科 医 院

�

国民健康保険合川診療所

公立米内沢総合病院

市 立 阿 仁 病 院

水曜日

月･火･木･金曜日

水･土曜日

月･火･木･金曜日

月･火･木･金曜日

水･土曜日

月･火･金曜日

水･土曜日

日･祭日

月･火･木･金曜日

月･火･木･金曜日

月･火･木･金曜日

月･火･木･金曜日

水･土曜日

夜間当番日

月･火･水･金曜日

木･土曜日

月～金曜日

月～金曜日

土曜日

月･木曜日

月～金曜日

金曜日

a62-1455

a60-1055
�

a63-0515

a62-1155





a63-0105

�

a63-2700

a62-2261

a62-1267



a62-1146�

�

a62-2882
�

a62-1101

a78-3338
�

a78-3161

a72-4501

a82-2351

13：00～14：00

　8：30～12：00、14：00～18：00

　8：30～12：00

15：00～18：00

　8：00～12：00、14：30～18：00

　8：00～12：00

　9：00～12：00、14：00～18：00

　9：00～12：00、14：00～17：00

　9：00～12：00

14：00～17：00

14：00～17：00

14：00～17：00

　8：30～17：30

　8：30～12：00

18：30～21：00

　8：30～12：30、14：00～18：00

　8：30～12：30

14：00～17：00

　8：30～12：00、14：30～18：00

　8：30～12：30

14：00～15：00

15：00～17：00

16：00～16：30

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

×

●

●

×

×

●

●

●

●

●

×

×

●

● ×

《北秋田市内の個別接種実施医療機関》�
個別予防接種を受ける場合は、予約が必要です。
接種を希望する日の１週間前までに希望する医療機関へ電話などで予約してください。
麻しん・風しん予防接種は、以下の医療機関のほか県内実施医療機関でも接種できます。

※日本脳炎定期予防接種は、原則中止しています�

ジフテリア
百 日 咳
破 傷 風
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№3

　今回の広報では、『税制度の改正に伴い、介護保険料の上がる方』に対する保険料の軽減に関するこ
とや要介護認定の変更について掲載しますので、市民の皆様のご理解とご協力をお願いいたします。�

税制度の改正に伴って、介護保険料の上がる方と軽減措置�

福祉事務所
合 川 支 所
森 吉 支 所
阿 仁 支 所

高齢者支援課
総合福祉課
総合福祉課
総合福祉課

a（62）1112
a（78）2116
a（72）3116
a（82）2112

■介護保険に関するお問い合わせ先�介護保険制度が�
    　改正されました�
（新しい介護保険にご理解とご協力をお願いします）�

1.介護保険料の上がる方（税制改正の内容）�

２.介護保険料の軽減�
 平成17年１月１日に65歳以上となっている方で、平成17年度改正（高齢者の非課税限度額廃止）によ
って介護保険料の上がる方については、平成18年度と平成19年度の２年間、保険料が軽減されます。�

今までは、世帯全員が住民税「非課税者」であったが、平成17年度改正により本人は「非課税者」だが、
世帯の誰かが「課税者」となって介護保険料の上がる方�

②平成17年度改正　　⇒　　高齢者の非課税限度額の廃止�

①平成16年度改正　　⇒　　公的年金控除の最低保障額が140万円から120万円に引下げ�

【対象となる方と保険料】�

次の①及び②により、住民税の「非課税」から「課税」に変わる方が、介護保険料の上がる方となります。�

★４月から『高齢者虐待防止法』が施行されました★
高齢者への虐待を防ぎましょう。発見した場合は通報を！

【北秋田市の窓口】
福祉事務所　高齢者支援課（a62-1112）

～具体的な保険料は、別途配布の「パンフレット」をご覧下さい～

①�

今までは、本人が住民税の「非課税者」であったが、平成17年度改正により本人が「非課税者」から「課
税者」に変わり、介護保険料の上がる方�

第１段階の方

第２段階の方

第３段階の方

第１段階から移る方

第２段階から移る方

第３段階から移る方

標準負担割合
１．００

標準負担月額
4,442円

今までの段階

軽　減　措　置

0.66

0.66

0.83

割合
区　分

2,932円

2,932円

3,687円

月額

0.83�

0.83�

0.91

割合

3,687円

3,687円

4,043円

月額

1.00

1.00

1.00

割合

4,442円

4,442円

4,442円

月額

税制改正に伴い
上がる段階

第
４
段
階

18年度 19年度 20年度

第１段階の方

第２段階の方

第３段階の方

第４段階の方

第１段階から移る方

第２段階から移る方

第３段階から移る方

第４段階から移る方

標準負担割合
１．25

標準負担月額
5,553円

今までの段階

軽　減　措　置

0.75

0.75

0.91

1.08

割合
区　分

3,332円

3,332円

4,043円

4,798円

月額

1.00

1.00�

1.08

1.16

割合

4,442円

4,442円

4,798円

5,153円

月額

1.25

1.25

1.25

1.25

割合

5,553円

5,553円

5,553円

5,553円

月額

税制改正に伴い
上がる段階

第
５
段
階

18年度 19年度 20年度

②�
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要介護認定の区分が４月から変わります�

その他のお知らせ�

　４月から要介護状態の「軽度」の方が「より悪化しないように」、または本人の意欲や能
力を引き出すために、新しく「介護予防サービス」が設けられました。この改正により今ま
での要介護状態区分が次のとおり変わります。�

　介護サービスを利用されている方で、保険給付の一割負担の合計額が、ある一定額を超えた
ときは、その超えた分が払い戻されます。�

■対象者には、市から通知がありますので、その通知にもとづき申請をしてください。�
　また、申請は初回のみで、その後の申請は必要ありません。

※これまでの要介護１が「日常の活動」
など改善の可能性を審査し、新たに
要介護１と要支援２に分かれます

★要介護１～５と認定された人は�
　自立した生活を支援するために、
介護保険の介護サービスが利用でき
ます。

★要支援１、２と認定された人は�
　心身の機能の維持・改善のために
介護保険の介護予防サービスが利用
できます。�

★非該当となった人は�
　介護や支援が必要となるおそれの
ある人に、地域包括支援センターが
中心となって行う介護予防サービス
（地域支援事業）が利用できます。�

☆高額介護サービス費について☆

★福祉用具購入費の支給について
　今までは、対象品目であればどこで購入しても支
給の対象となりましたが、４月からは福祉用具販売
事業者の指定を受けている業者以外からの購入は支
給の対象となりませんのでご注意願います。�
　なお、福祉用具販売指定事業者については、お問い
合わせ願います。�
　※対象品目は、腰掛便座、特殊尿器、入浴補助用具、�
　　簡易浴槽などです。�

★住宅改修費の支給申請について�
　住宅改修費の支給を受ける場合は、その改修内容
が支給の対象となるかどうかを事前に審査するこ
ととなっております。�
　事前審査を行わない場合は、原則として支給の対
象となりませんので必ず担当のケアマネジャーに
ご相談願います。�
　※担当のケアマネジャーが決まってない方は、お�
　　問い合わせ願います。�

一般世帯（下記の区分に該当しない方）
市町村民税世帯非課税
　合計所得金額及び課税年金収入額の合計が８０万円以下の方
　市町村民税世帯非課税で老齢基礎年金を受けている方
生活保護を受けている方
利用者負担を15,000円に減額することで、生活保護の対象とならない方

世帯
世帯
個人
個人
個人
世帯

37,200円
24,600円
15,000円
15,000円
15,000円
15,000円

一割負担の上限額　※居住費・食費・日常生活費などは含まれません。

要介護５

要介護４

要介護３

要介護２

要支援１

非該当

※要介護１

４月からの区分�これまでの区分�

要介護５

要介護４

要介護３

要介護２

要支援１

非該当

要介護１

要支援２
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春
彼
岸
の
中
日
に
あ
た
る
３
月
21
日
、
合
川
の
伝

統
行
事
「
万
灯
火
」
が
各
集
落
で
灯
さ
れ
、
炎
の
放

列
が
残
雪
の
山
々
に
浮
か
び
上
が
り
ま
し
た
。�

　
こ
の
行
事
は
、
古
く
は
奈
良
時
代
よ
り
行
わ
れ
て

い
る
と
い
わ
れ
、
墓
場
に
灯
り
を
つ
け
、
川
原
や
山

の
上
に
た
い
ま
つ
を
灯
し
、
精
霊
が
そ
の
火
を
道
し

る
べ
と
し
て
家
々
に
舞
い
戻
り
、
子
孫
の
も
て
な
し

を
受
け
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
以
前
は
、
集
落
の
戸
数
だ
け
の
万
灯
火
を
ワ
ラ
で

作
り
燃
や
し
て
い
た
そ
う
で
す
が
、
現
在
は
、
古
い

布
を
丸
め
て
作
る
「
だ
ま
」
に
油
を
付
け
て
燃
や
し
、

先
祖
の
霊
の
供
養
と
共
に
、
豊
年
満
作
、
家
内
安
全

も
願
っ
て
い
ま
す
。�

�

綴
子
大
太
鼓
で
卒
業
を
祝
福

市
内
小
中
学
校
で
卒
業
式

　
３
月
17
日
、
市
内
の
小
学
校
９
校
で
卒
業
式
が
行

わ
れ
、
こ
の
う
ち
綴
子
大
太
鼓
祭
り
で
知
ら
れ
る
綴

子
地
区
の
綴
子
小
学
校
で
は
、
保
護
者
ら
が
大
太
鼓

を
打
ち
鳴
ら
し
41
人
の
卒
業
生
を
見
送
り
ま
し
た
。�

　
大
太
鼓
で
の
見
送
り
は
、
大
太
鼓
保
存
会
や
保
護

者
ら
の
協
力
に
よ
り
同
小
の
卒
業
式
の
恒
例
と
な
っ

て
い
る
も
の
で
、
今
年
は
、
下
町
大
太
鼓
保
存
会
所

有
の
３
番
太
鼓
が
校
舎
の
前
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
と
最
後
の
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
、
記
念
撮
影
を
終
え

た
卒
業
生
が
玄
関
か
ら
出
る
と
、
在
校
生
や
教
職
員
、

地
域
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
大
太
鼓
が
お
見
送
り
。
保

護
者
ら
が
伴
奏
と
打
ち
手
を
務
め
る
大
太
鼓
の
迫
力

あ
る
演
奏
に
送
ら
れ
て
、
た
く
さ
ん
の
思
い
出
と
希

望
を
胸
に
学
び
舎
を
巣
立
ち
ま
し
た
。�

春
の
訪
れ
を
知
ら
せ
る
炎

春
彼
岸
「
万
灯
火
」

合川地区の伝統行事「万灯火」。８月14日には�

合川橋付近で「合川まと火」が行われます

迫力ある大太鼓の演奏で送られる卒業生（綴子小）

手
作
り
イ
ー
ス
タ
ー
エ
ッ
グ
で
楽
し
む

　
森
吉
公
民
館
講
座
の
「
キ
ッ
ズ
の
イ
ー
ス
タ
ー
・

パ
ー
テ
ィ
ー
」
が
、
森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

で
３
月
18
日
に
開
催
さ
れ
、
参
加
し
た
親
子
が
卵
塗

り
や
バ
ス
ケ
ッ
ト
作
り
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。�

　
イ
ー
ス
タ
ー
と
は
、
キ
リ
ス
ト
の
復
活
を
祝
う
日

で
、
参
加
者
は
国
際
交
流
員
の
ア
ン
ジ
ェ
ラ
さ
ん
か

ら
イ
ー
ス
タ
ー
に
つ
い
て
学
ん
だ
り
、
頭
に
か
ぶ
る

ウ
サ
ギ
の
耳
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
利
用
し
た
バ
ス
ケ
ッ

ト
、
エ
ッ
グ
ホ
ル
ダ
ー
な
ど
を
作
り
ま
し
た
。�

　
日
本
で
は
ク
リ
ス
マ
ス
と
違
い
、
あ
ま
り
な
じ
み

の
な
い
行
事
で
す
が
、
こ
の
日
の
参
加
者
は
、
卵
を

カ
ラ
フ
ル
に
色
づ
け
す
る
イ
ー
ス
タ
ー
エ
ッ
グ
作
り

を
通
し
て
イ
ー
ス
タ
ー
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。�

キ
ッ
ズ
の
イ
ー
ス
タ
ー
・
パ
ー
テ
ィ
ーオリジナルのイースターエッグ等を

作る子どもたち
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元
助
役 

今
野
實
氏
が
逝
去

残
雪
の
コ
ー
ス
を
力
走

　
第
13
回
打
当
温
泉
ス
キ
ー
大
会
が
３
月
19
日
、
阿

仁
打
当
地
区
特
設
距
離
会
場
で
開
催
さ
れ
、
小
学
校

１
年
か
ら
３
年
生
ま
で
の
男
女
合
わ
せ
て
１
０
８
人

が
、
残
雪
の
コ
ー
ス
を
力
い
っ
ぱ
い
走
り
ま
し
た
。�

　
こ
の
大
会
は
、
奥
阿
仁
地
区
の
マ
タ
ギ
ス
タ
ッ
フ

が
中
心
と
な
っ
て
、
地
域
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
一
昨
年
ま
で
は
大

回
転
の
部
と
距
離
の
部
で
競
技
し
て
い
ま
し
た
が
、

昨
年
か
ら
距
離
の
部
だ
け
の
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
チ
ビ
ッ
コ
選
手
た
ち
は
、
と
き
お
り
降

る
雨
に
も
め
げ
ず
、
家
族
や
友
だ
ち
の
大
き
な
声
援

を
受
け
な
が
ら
、
１
・
２
年
生
は
１
キ
ロ
、
３
年
生

は
２
キ
ロ
の
コ
ー
ス
を
走
り
、
今
シ
ー
ズ
ン
最
後
の

大
会
を
終
え
ま
し
た
。�

第
13
回
打
当
温
泉
ス
キ
ー
大
会 雨にも負けず、力いっぱい走る選手

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
元
鷹
巣
町
助
役
の
今
野

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
實
氏
が
、
３
月
６
日
午
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
11
時
９
分
逝
去
さ
れ
ま
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
。
享
年
73
歳
で
し
た
。�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
野
氏
は
、
昭
和
25
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
横
手
工
業
高
校
を
卒
業
後
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
県
立
蚕
業
技
術
員
養
成
所

を
経
て
、
養
蚕
農
業
協
同
組
合
に
就
職
。
39
年
比
内
蚕
業

技
術
指
導
所
で
退
職
後
、
同
年
４
月
か
ら
59
年
３
月
ま
で

５
期
20
年
間
町
議
会
議
員
を
務
め
た
後
、
町
社
会
福
祉
協

議
会
事
務
局
長
、
62
年
６
月
に
助
役
に
就
任
し
、
平
成
３

年
５
月
ま
で
努
め
ら
れ
ま
し
た
。�

　
議
員
時
代
は
、
８
年
間
教
育
民
生
常
任
委
員
会
に
在
任

し
、
児
童
の
教
育
振
興
や
福
祉
機
関
の
設
立
、
福
祉
施
設

の
整
備
、
町
全
体
に
関
わ
る
施
設
の
立
ち
上
げ
な
ど
、
町

民
の
一
体
感
醸
成
の
た
め
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。�

　
助
役
時
代
に
は
、
企
業
誘
致
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、

若
者
の
定
住
促
進
と
雇
用
の
安
定
確
保
に
努
め
た
ほ
か
、

長
年
の
懸
案
で
あ
っ
た
秋
田
内
陸
線
の
全
線
開
通
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
秋
田
県
北
部
地
域
住
民
悲
願
の
「
大

館
能
代
空
港
」
の
誘
致
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
成
果
は
、

そ
の
後
の
第
６
次
空
港
整
備
５
ヶ
年
計
画
へ
の
組
み
入
れ

や
平
成
10
年
の
開
港
に
つ
な
が
り
、
鷹
巣
町
は
も
と
よ
り

県
北
地
域
の
発
展
と
活
性
化
に
多
大
な
業
績
を
残
さ
れ
て

い
ま
す
。�

　
退
任
後
は
、
平
成
４
年
６
月
か
ら
旭
町
自
治
会
長
と
し

て
自
治
会
組
織
を
ま
と
め
住
民
自
治
の
発
展
に
貢
献
す
る

と
と
も
に
、
鷹
巣
中
央
町
内
会
長
協
議
会
長
と
し
て
、
地

域
住
民
と
行
政
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
こ
に
謹
ん
で
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
哀
悼
の
意

を
表
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。�

内
陸
線
再
生
に
応
援
歌
完
成

　
内
陸
線
を
残
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
板
垣
吉
郎

さ
ん
（
米
内
沢
川
向
）
が
作
詞
、
今
西
昭
雄
さ
ん
（
埼

玉
県
所
沢
市
在
住
）
が
作
曲
、
板
垣
さ
ん
の
長
女
で

今
西
さ
ん
の
妻
祐
子
さ
ん
が
歌
を
吹
き
込
ん
だ
Ｃ
Ｄ

「
秋
田
内
陸
線
ひ
と
り
旅
」
が
こ
の
ほ
ど
完
成
し
、

応
援
歌
と
し
て
内
陸
線
の
再
生
に
一
役
買
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。�

　
こ
の
歌
作
り
の
話
し
が
持
ち
上
が
っ
た
の
は
昨
年

の
３
月
。
乗
客
減
少
に
よ
り
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
る
内

陸
線
を
残
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
で
「
桜
吹
雪
の

武
家
屋
敷
」
「
真
冬
に
舞
い
咲
く
紙
風
船
」
「
マ
タ

ギ
峠
を
越
え
て
ゆ
く
」
「
夜
空
に
き
ら
め
く
星
く
ず

よ
　
森
吉
山
ろ
く
小
又
峡
」
「
想
い
届
け
と
大
太
鼓
」

な
ど
沿
線
の
風
景
や
行
事
が
歌
詞
に
織
り
込
ま
れ
、

心
地
よ
い
メ
ロ
デ
ィ
ー
と
歌
声
で
、
そ
の
光
景
が
連

想
さ
れ
ま
す
。�

　
板
垣
さ
ん
は
「
自
分
の
ふ
る
さ
と
の
良
さ
を
今
一

度
思
い
直
し
、
内
陸
線
に
乗
っ
て
昔
の
思
い
出
を
実

感
し
て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。�

　
こ
の
Ｃ
Ｄ
は
、
秋
田
内
陸
縦
貫
鉄
道
の
売
店
な
ど

で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。�

板
垣
さ
ん
親
子
ら
で
Ｃ
Ｄ
制
作

内陸線応援歌を制作した�

板垣吉郎さん



学びの広場�
●公民館活動　●生涯学習

●文化振興　●学校　●スポーツ

北秋田市
教育委員会

地域で学び、活動する
皆さんを応援します

MANABI　NO　HIROBA

　中央公民館で３月10日、平成17年度定期講座中央・
地区公民館合同「閉講のつどい」が開催されました。�
　講座受講生約150名の参加のもと、開会行事に引き
続き、七日市公民館「押し花講座」、中央公民館「ビギ
ナーズクッキング」、坊沢公民館「お茶を楽しむ会」な
どの各代表者が１年間の活動成果を発表しました。�
 また交流会では、受講生手作りのお菓子を味わいなが
ら演示発表を楽しみました。沢口公民館「きもの着付
け講座」「舞踊講座」、綴子公民館「踊りを楽しむ講座」
ほか各地区館の活動が披露されるたびに盛大な拍手と

笑いが飛び交い、とても楽しい時間を過ごしました。�
 受講生は１年間の学習活動を労い合うとともに、
これからの学習に対する意気込みを見せていました。�

　
中
央
公
民
館
で
２
月
26
日
、
※

あ
き
た
エ
コ
マ

イ
ス
タ
ー
事
業
の
出
前
講
座
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
テ
ー
マ
は
「
地
球
温
暖
化
防
止
」。講
師
に

は
秋
田
県
環
境
あ
き
た
創
造
課
・
永
井
義
之
氏

を
迎
え
、
市
内
の
環
境
保
全
に
関
係
す
る
グ
ル

ー
プ
の
リ
ー
ダ
ー
を
は
じ
め
、
40
人
が
受
講
し

ま
し
た
。�

　
講
座
で
は
地
球
温
暖
化
の
怖
さ
や
、
県
作
成

の
エ
コ
家
計
簿
の
紹
介
な
ど
日
常
生
活
を
工
夫
、

改
善
し
、
二
酸
化
炭
素
の
排
出
を
削
減
す
る
取

り
組
み
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。�

　
受
講
者
か
ら
は
身
近
な
省
エ
ネ
か
ら
実
践
し

よ
う
と
前
向
き
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。�

※
あ
き
た
エ
コ
マ
イ
ス
タ
ー
事
業
と
は
、
環
境
あ
き
た

県
民
塾
を
終
了
し
た
人
が
地
域
で
環
境
保
全
活
動
を
指

導
助
言
す
る
事
業
で
す
。
今
年
度
は
北
秋
田
市
中
央
公

民
館
で
５
月
か
ら
県
民
塾
が
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。�

学んだ成果を大いに披露�

�

課題解決は身近な活動から�

中央・地区公民館合同定期講座「閉講のつどい」�

　
合
川
地
区
選
任
の
北
秋
田
市
社
会
教
育
委
員
・
公
民
館
運
営

審
議
会
委
員
・
生
涯
学
習
奨
励
員
の
合
同
会
議
が
３
月
２
日
、

合
川
公
民
館
で
開
か
れ
、
平
成
17
年
度
の
公
民
館
活
動
・
社
会

教
育
の
成
果
と
課
題
に
つ
い
て
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
基
本
目
標
の
生
涯
に
わ
た
っ
て
学
習
で
き
る
場
と
機
会
の
提

供
に
努
め
、
生
涯
学
習
支
援
の
拡
大
を
図
り
、
学
習
効
果
を
地

域
に
還
元
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の
整
備
の
推
進
な
ど
、
具
体
的
目

標
と
施
策
に
基
づ
い
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
意
見
交
換
が
な
さ

れ
ま
し
た
。�

　
「
自
分
の
趣
味
を
生
か
し
、
高
齢

者
に
貼
絵
を
教
え
て
い
る
。
貼
絵

は
指
・
頭
を
使
う
の
で
ぼ
け
防

止
に
良
い
と
い
わ
れ
感
謝
さ

れ
た
」
な
ど
、
委
員
か
ら
事

例
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。�

　
こ
の
よ
う
な
身
近
な
活
動

が
、「
本
来
の
公
民
館
活
動
で

は
な
い
か
」
な
ど
、
課
題
に
つ

い
て
確
認
し
合
い
ま
し
た
。�

�

�

公民館活動・社会教育の成果と課題�

地
球
温
暖
化
の
怖
さ
を
学
ぶ�

あ
き
た
エ
コ
マ
イ
ス
タ
ー
事
業
出
前
講
座�

▲趣味を生かした講座の開催など身近な活
動によって生涯学習を支援して行くことな
どを確認し合った関係者による合同会議

▲地球温暖化防止について学習した「あき
たエコマイスター事業・出前講座」。省エ
ネは節電など身近なところから実践を。

▲
�

�

　
１
年
間
の
活
動
成
果
が
発
表
さ

れ
た
中
央･

地
区
公
民
館
合
同
「
閉

講
の
つ
ど
い
」
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�

�

平成18年度 高鷹大学 受講生を 募集します�
何でもいいから、好きなこと。
 　　１つでもいいから、夢中になれること。
　　　　　挑戦しましょう、生きがいを持つために。

高鷹大学では、現在約４００名の受講生が
｢生きがい｣を持って学習しています。

■運営費として1,000円を申し込み時にいただきます。

■申込受付：４月３日（月）～18日（火）  

　※申込期限は厳守してください

■お申し込み・お問い合わせは

　市教育委員会 生涯学習課　a６２‐６６１８�
�

�

◆鷹巣地区高齢者講座◆ こうよう�

　
鷹
巣
地
区
の
「
高
鷹
（
こ
う
よ
う
）
大
学
」

の
卒
業
・
閉
講
式
が
３
月
10
日
、
市
文
化
会
館

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
高
鷹
大
学
は
昭
和
61
年
に

文
部
省
（
現
文
部
科
学
省
）
の
「
高
齢
者
生
き

が
い
促
進
事
業
」
の
一
つ
と
し
て
開
設
さ
れ
て

か
ら
、
今
年
が
20
周
年
の
記
念
の
年
と
な
り
ま

し
た
。�

　
高
鷹
大
学
で
は
、
大
学
課
程
４
年
、
大
学
院

課
程
４
年
を
修
了
後
、
研
究
生
と
し
て
学
び
続

け
る
こ
と
が
で
き
、
今
年
度
は
３
７
６
名
の
受

講
生
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。
大
学
課
程
、
大
学

院
課
程
の
そ
れ
ぞ
れ
４
年
生
が
卒
業
の
対
象
と

な
っ
て
お
り
、
今
年
度
は
49
名
に
総
長
で
あ
る

三
澤
仁
教
育
長
か
ら
卒
業
証
書
が
、
ま
た
年
間

の
全
体
講
座
・
ク
ラ
ブ
活
動
に
休
ま
ず
出
席
し

た
受
講
生
34
名
に
皆
勤
賞
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。�

���������

　
三
澤
教
育
長
は
「
皆
さ
ん
の
書
か
れ
た
感
想

文
集
を
読
み
、
こ
の
大
学
に
対
す
る
想
い
、
学

習
に
対
す
る
熱
意
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
健
康
に
留
意
し
、
続
け
て
い
っ
て
く
だ

さ
い
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。�

　
来
賓
の
清
水
修
智
市
議
会
議
長
の
祝
辞
に
続

き
、
大
学
課
程
４
年
生
の
長
岐
良
吉
さ
ん
が
、

卒
業
生
を
代
表
し
て
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。�

���������

　
こ
の
後
、
開
講
20
周
年
、
卒
業
・
閉
講
式
を

記
念
し
て
岸
部
陞
市
長
が
『
健
康
増
進
・
介
護

予
防
』
と
題
し
て
講
演
。
そ
の
中
で
現
在
建
設

中
の
市
民
プ
ー
ル
に
つ
い
て
「
身
体
づ
く
り
の

た
め
の
施
設
も
充
実
し
た
も
の
に
な
り
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
施
設
を
大
い
に
活
用
し
て
く
だ
さ

い
。
健
康
で
、
元
気
で
い
る
こ
と
で
学
び
続
け

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
」
と
の
お
話
し
を
聴

き
、
今
後
の
大
学
生
活
に
さ
ら
な
る
希
望
を
持

つ
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
す
。�

そ
れ
ぞ
れ
の
宝
物
を
胸
に�

◆
高
鷹
大
学
卒
業
・
閉
講
式
◆�

「健康増進・介護予防」と題し
記念講演を行う岸部市長

代表の千葉ヤヱさんに卒業
証書が授与されました

全
体
講
座
（
市
内
探
訪
）

■年７回の全体講座があります（講演、見学等）

■クラブ活動があり、１人１クラブに入部できます。

（詩吟・陶芸・歌謡・習字・ちぎり絵・俳句・歩こう・
園芸・写真・グラウンドゴルフ・ふるさと研究・大
正琴・健康・ゲートボール・ユニカール・レクリエ
ーションダンス）　※申し込み人数によっては実施で
きない場合もあります�

６０歳以上の�
方ならどなたでも受講�

できます�
�

　広報きたあきた　18．４．１　�１５�
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秋
田
内
陸
線
　�

　
　
　
再
生
に
向
け
て
出
発
進
行
！�

シリーズ�
     　〈2〉�
�

秋
田
内
陸
線
　�

　
　
　
再
生
に
向
け
て
出
発
進
行
！�

　北秋田市、仙北市、上小阿仁村�
広報による３回連載（第２回）�

再生計画の期間と数値目標

乗車人員

経常損失額

（赤字額）

平成16年度実績

51万人

2億7000万円

平成18年度（初年度）

66万人

2億3000万円

平成22年度（最終年度）

83万人

1億5000万円以下

再生計画（収益増加や費用節減）により、1億2000万円以上の経営改善が必要です

����

Ａ 

内
陸
線
沿
線
の
北
秋
田
市
、
仙
北
市
、

上
小
阿
仁
村
に
は
、
人
口
で
約
７
万
５
０

０
０
人
、
世
帯
数
で
約
２
万
５
０
０
０
戸

あ
り
ま
す
。
現
在
の
乗
車
に
更
に
、
１
人

当
り
年
１
７
０
０
円
、
１
世
帯
当
り
年
５

０
０
０
円
の
乗
車
に
よ
り
、
赤
字
額
を
１

億
５
０
０
０
万
円
ま
で
減
少
す
る
こ
と
が

出
来
ま
す
。�

���������

Ａ 

例
え
ば
春
の
イ
ベ
ン
ト
時
に
下
表
の
よ
う

な
ご
利
用
が
で
き
ま
す
。�

�

　
３
月
１
日
号
の
広
報
で
は
、
内
陸
線
の
厳

し
い
現
状
を
お
伝
え
し
ま
し
た
。�

　
今
回
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
へ
の
支
援
協
力

に
つ
い
て
、
具
体
的
に
紹
介
し
ま
す
。�

��

Ａ 

再
生
計
画
と
は
、
平
成
18
年
か
ら
５
年
を

か
け
、
現
在
の
乗
車
人
員
51
万
人
を
平
成
22

年
に
は
83
万
人
に
。
ま
た
、
併
せ
て
赤
字
額

を
現
在
の
２
億
７
５
０
０
万
円
か
ら
１
億
５

０
０
０
万
円
ま
で
減
少
さ
せ
る
こ
と
を
目
標

と
し
た
計
画
で
す
。�

 
 

県
・
沿
線
市
村
で
は
、
近
年
の
厳
し
い
財

政
事
情
等
を
踏
ま
え
る
と
、
内
陸
線
を
存
続

す
る
に
し
て
も
、
経
常
損
失
額
へ
の
負
担
は
、

バ
ス
運
行
に
転
換
し
た
場
合
と
同
等
額
以
下

に
抑
え
る
計
画
が
必
要
と
の
認
識
で
一
致
し

た
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
を
平
成
22
年
度
の
目

標
値
と
し
て
設
定
し
て
い
ま
す
。�

内
陸
線
再
生
の
た
め�

　
１
　
人
　
年
１
７
０
０
円�

　
１
世
帯
　
年
５
０
０
０
円  

 

　
　
　
の
乗
車
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。   �

Ｑ 

最
初
に
、
再
生
計
画
と
は
？�

�

Ｑ 

ど
の
よ
う
に
内
陸
線
を
利
用
す
れ
ば
、�

　
赤
字
額
を
２
億
７
５
０
０
百
万
か
ら�

　
１
億
５
０
０
０
万
円
ま
で
減
少
で
き�

　
る
の
？�

�

Ｑ 

も
っ
と
具
体
的
に
、
ど
の
よ
う
な�

　
利
用
方
法
が
あ
る
の
か
な
？�

目　的 区間（往復） フリーきっぷ料金 通常の料金

角館の花見 鷹巣～角館 ２，０００円 ３，２４０円

西木の�

　カタクリ
鷹巣～八津 ２，０００円 ２，９８０円

森吉山春山�

　ゴンドラ
鷹巣～阿仁合 １，０００円

１，６００円

角館～阿仁合 ２，４８０円

※お得な「ホリデーフリーきっぷ」の利用※�
（土日、祝日限定料金）�

�
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市
　
長
　
日
　
誌

市
　
長
　
日
　
誌

３／１

１５
〜

１
日
（
水
）

２
日
（
木
）

３
日
（
金
）

４
日
（
土
）

　
　
　
　 

�

６
日
（
月
）�

７
日
（
火
）

９
日
（
木
）

10
日
（
金
）

　
　
　
　 

11
日
（
土
）

　
　
　
　 

13
日
（
月
）

　
　
　
　 

14
日
（
火
）

15
日
（
水
）

県
立
鷹
巣
農
林
高
等
学
校
卒
業
式
に
出
席�

県
立
鷹
巣
高
等
学
校
卒
業
式
に
出
席�

市
立
合
川
高
等
学
校
卒
業
式
に
出
席�

北
秋
田
市
上
小
阿
仁
村
病
院
組
合
正
副
管
理
者
会
議
及

び
議
会
に
出
席�

（
財
）
北
秋
田
市
体
育
協
会
の
合
併
調
印
式
と
設
立
祝

賀
会
に
出
席�

第
９
回
「
自
然
撮
り
IN
森
吉
」
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
審
査

会
に
出
席�

平
成
18
年
第
３
回
北
秋
田
市
議
会
定
例
会
（
最
終
日
）�

北
秋
田
市
農
業
委
員
会
委
員
と
の
懇
談
会
に
出
席�

高
鷹
大
学
卒
業
式
・
閉
講
式
に
出
席�

北
秋
田
市
シ
ン
ボ
ル
選
定
委
員
会
に
委
嘱
状
を
交
付�

鷹
巣
医
師
団
定
例
医
談
会
に
出
席�

鷹
巣
中
学
校
卒
業
式
に
出
席�

合
川
中
学
校
卒
業
式
に
出
席�

明
る
い
社
会
づ
く
り
運
動
県
北
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
よ
り

「
黄
色
い
帽
子
」
の
目
録
の
贈
呈
を
受
け
る�

北
秋
中
央
病
院
運
営
委
員
会
へ
出
席�

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
に
伴
う
事
前
会
議
に
出
席�

北
秋
田
市
上
小
阿
仁
村
生
活
環
境
施
設
組
合
管
理
者
会

議
及
び
議
会
に
出
席�

　
ま
た
、
再
生
計
画
で
は
、
次
の
よ
う
な
利

活
用
を
提
案
し
ま
す
。�

●
小
中
学
生
は
遠
足
・
施
設
見
学
・
交
流
試

　
合
な
ど
で
活
用
。�

●
老
人
ク
ラ
ブ
等
の
、
各
種
レ
ク
リ
エ
ー
シ

　
ョ
ン
活
動
へ
の
利
用
。�

●
市
民
に
よ
る
月
１
回
の
ノ
ー
カ
ー
デ
―
の

　
実
施
。�

●
イ
ベ
ン
ト
、
会
議
等
は
駅
周
辺
施
設
で
の

　
開
催
。�

●
そ
の
他
市
民
各
層
が
内
陸
線
を
利
活
用
す

　
る
各
種
企
画�

乗って残そう　秋田内陸線�

　
秋
田
内
陸
線
の
再
生
計
画
を
着
実
に
進
め
な
が
ら
、
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
は
非
常
に
厳
し
い
も
の

が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
将
来
へ
の
存
続
の
た
め
に
は
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
乗
車
意
識
の
高
ま
り
と
温

か
い
支
援
行
動
が
必
要
と
な
り
ま
す
。�

　
利
便
性
の
向
上
と
高
い
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
に
も
、
ホ
ー
ム
や
看
板
類
の
補
修
や
駅
駐
車
場
等
の

整
備
に
も
力
を
注
ぎ
な
が
ら
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
か
ら
愛
さ
れ
る
活
気
あ
る
路
線
づ
く
り
に
努
め
た
い
と

存
じ
て
お
り
ま
す
の
で
、
な
に
と
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。�

�

　�

�

　
内
陸
線
再
生
へ
向
け
た
ご
意
見
・
ご
提
言
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
お
気
軽
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。�

【
市
役
所
企
画
部
総
合
政
策
課
】�

　
■
電
　
話
　
62�
｜
６
６
０
６
　
■
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
63�
｜
２
５
８
６�

　
■
Ｅ
メ
ー
ル
　kikaku

@
city
.kitaakita.akita.jp�

市
民
の
皆
さ
ま
へ
の
お
願
い�

市
民
の
皆
様
か
ら
の
ご
提
言
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
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　市では、市民のみなさんが快適な生活をおくリ、

美しく豊かな自然環境を守るために、「公共下

水道事業」や「農業集落排水事業」を進めてい

ます。このどちらの事業にも対象にならない地

域でも未処理生活排水から、公共水域の水質保

全を図ることができる「合併処理浄化槽」の設置、

整備を推進しています。�

合併処理浄化槽ここがすぐれている

・水洗トイレ・台所や風呂場で使った汚水をき

　れいにして、毎日の生活を快適にし、身近に

　ある小川や排水路などの環境をよくします。

（公共下水道と同じレベルの浄化能力があります）

・わずかなスペ－スがあれば、設置できます。

快適で豊かな生活と美しい環境をつくろう

鷹巣・森吉・合川地区は、浄化槽設置補助金を交付します

　対象地域は、公共下水道事業、農業集落排水事

業による整備地域を除いた地域と、整備地域であ

っても当分の間整備が見込めない地域です。ただ

し、下水道事業がその地域で実施された場合、速

やかに加入することを条件とします。�

・鷹巣地区　�

　５人槽（延床面積160㎡以下） 375,000円�

　７人槽（　　〃　　160㎡超） 438,000円�

　10人槽（二世帯住宅） 555,000円�

・森吉地区　　�

　５人槽（延床面積160㎡以下） 437,000円�

　７人槽（　　〃　　160㎡超） 511,000円�

　10人槽（二世帯住宅） 647,000円�

・合川地区　　�

　５人槽（延床面積160㎡以下） 520,000円�

　７人槽（　　〃　　160㎡超） 696,000円�

　10人槽（二世帯住宅） 1,040,000円

※浄化槽の大きさ（人槽）は、家屋の延床面積によって決まります。

※旧町の補助金額を継続しています。

阿仁地区は、市で浄化槽を設置・管理します

　対象地域は、公共下水道事業、農業集落排水

事業による整備地域を除いた地域です。

　浄化槽の設置を希望される方は申請書を提出

するだけで、以降の手続き等はすべて市から申

請者（設置者）にご案内のうえ作業を進めます

ので、簡単・安心です。

・分担金として10万円かかります。�

（事業所等は工事費の４割負担です。）

・維持管理は市で行いますが、毎月使用料を納

　めていただきます。

（専用、併用住宅の場合　月額2,688円）

申し込み受付

　４月１日から申請を受付します。

　受付は地区ごとに行いますので、詳しくは下

水道課または各支所までお問い合わせください。

◎申し込み・お問い合わせ
（鷹巣地区）建設部下水道課　　　　a62-6632
（森吉地区）森吉支所産業建設課　　a72-3113
（合川地区）合川支所産業建設課　　a78-2115
（阿仁地区）阿仁支所産業建設課　　a82-2114

　北秋田市では、循環型社会の街づくりを目指して
おり、その一環として新たにプラスチック製のごみ
のマークがついたものを、６月１日からリサイクル
回収することにしました。
　またそれに伴って、今回リサイクルの対象となる
プラスチックごみ以外のごみは、可燃ごみとして排
出していただくことになります。
　主な分別排出方法は以下のとおりですが、「家庭
ごみの分け方・出し方一覧」についてのポスターを
後日全戸配布する予定です。
　　　　　このマークのあるものが対象になります。
　　　　対象となるのはシャンプー・洗剤・乳酸菌
　　　　飲料などのチューブ・ボトル類、コンビニ

弁当やプリンの容器などのカップ類・パック類、レ
ジ袋やスナック菓子の袋・食品のラップなどのポリ袋・
ラップ類、食品などを入れていたトレイ（白色トレ
イは今までと同じ出し方です）、ペットボトルなど
のプラスチック製のキャップ、家電製品などに入っ
ている発泡スチロール製の緩衝材、野菜や果物が入
っていたネット（発泡スチロール製ネットも含む）
などです。�
　これらのゴミは、今まで不燃ごみの袋として使っ
ていた透明な市指定のごみ収集袋に入れて、出して
ください。�
　◎お問い合わせ
　　　市役所生活環境課             　a６２－１１１０

６月１日から「プラスチックごみ」のリサイクルが始まります！（その１）�
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�
�
北秋田市中央公民館　a６２－１１３０
【４月のロビー展】沢口公民館　エコークラフト
４・３（月） 北秋田市・上小阿仁連合婦人会総会
  10:30～12:00
　　８（土） ｢トライあんぐる｣ 9:00～12:00
 ◆万華鏡づくりと紙工作！
　　17（月）鷹巣婦人会総会 18:00～20:00
合　川　公　民　館　a７８－２１１４
【ロビー展】てまりの会（～11日）
　　　　　　刺し子講座（12日～）　　　　　　
４・８（土） 梅の木学級合川地区のつどい 
  10:00～16:00
森　吉　公　民　館　a７２－３２５９
【サロン展】米内沢書友の会（～15日）
４・１（土） スプリングコンサート（入場無料）
  13:30～15:00
　　２（日） 森吉婦人会総会  　　　  10:00～12:00
　　　　　　 森吉地区交通安全母の会総会 13:00～15:00
阿　仁　公　民　館　a８２－２２２０
【ロビー展】「切り絵」
４・２（日） 阿仁地区婦人会総会 10:00～14:00
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
４・１（土）・２（日）ヤマハ音楽教室発表会 10:00～
　　８（土） 第30回記念三沢由美子音楽教室発表会
 【世界に翔くピアニスト　佐藤卓史さんを迎えて】
 　生徒の部 　　　　　10:30～
 　佐藤卓史ピアノコンサート 15:30～
　　15（土） おはなしでてこい 14:00～
�
�
４・２（日） スポーツセンター杯ミニテニス大会
 森吉スポーツセンター

　合川公民館ロビーに、自主講座、サークル、各種
団体等で制作された作品を展示しています。�
　平成18年度のロビーに展示する作品を募集します。
　生涯学習に関する作品であれば、個人・団体は問
いませんので、お気軽にご連絡ください。
◎申し込み・お問い合わせ
　　　合川公民館　　　　　　　 　a７８－２１１４

日　時　４月22日（土）・５月27日（土）

　　　　9：30～13：00　※どちらかに申し込み

場　所　森吉コミュニティセンター　調理室

講　師　九嶋美和さん

内　容　ハムロール、スープ、サラダ

参加費　500円（材料代）

定　員　12名

その他　エプロン持参、マニキュアは遠慮してく

　　　　ださい�

◎申し込み・お問い合わせ

　　森吉コミュニティセンター　a７２－３２５９

佐藤卓史�
ピアノコンサート�
日　時　４月８日（土）　�
　　　　　開場　15：00

　　　　　開演　15：30

場　所　北秋田市文化会館�

入場料　１,０００円　※全席自由

◎お問い合わせ

　　　北秋田市文化会館 　a６２－３３１１

手作りパン体験講座�

�

�

�

対　　象　65歳まで（昭和15年４月２日以降生まれ）の

　　　　　健康な男女

作業内容　掘削・運搬・実測など発掘調査に関する作業

雇用期間　５月中旬～10月下旬

仕事場所　漆下遺跡・向様田Ａ遺跡（森吉）

賃　　金　１日男女とも６,５５０円

通　　勤　雇用期間中は指定の経路でバス送迎します

加入保険等　社会保険、労災保険

募集期間　４月３日（月）～７日（金）　

　　　　　９：00～17：00

※上記期間内であっても一定数になり次第締め切ります

応募方法　ハローワークで受けつけます

その他　

　雇用については４月下旬に面接を実施し、採用を決

　定します

　面接日程については、４月12日までに連絡します

◎申し込み・お問い合わせ

　秋田県埋蔵文化財センター北調査課 a６２－９２９８ 

森吉山ダム工事に伴う発掘調査作業員（県）�

Information　お知らせ�

君のハートよ位置につけ

秋田わか杉国体�
北秋田市は、バレーボール、フェンシング
山岳、アーチェリーの会場です
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市 営 住 宅 入 居 者 募 集�

　�月額13,400～22,200円

家　賃

月額17,200～28,500円

家　賃

③上新町団地・・北秋田市阿仁水無字上新町東裏17－1

②田の沢団地・・北秋田市川井字烏屋沢40-25

①御嶽団地・・・北秋田市本城字上悪戸31－１� ※家賃は入居世帯の人員、所得等により変
　動します�
敷　　金　家賃の３ヵ月分
入居資格
　・収入基準を満たすこと
　・住宅に困窮していることが明らかなこと
　・公租公課を滞納していないこと
　・その他、窓口にて簡単な調査があります
募集期間　４月３日（月）～12日（水）
◎お問い合わせ
①の住宅　森吉支所産業建設課 a72-3112
②④の住宅　合川支所産業建設課 a78-2115
③の住宅　阿仁支所産業建設課 a82-2114

④上杉団地（特定公共賃貸住宅）・・・北秋田市上杉字上屋布岱61-47

※共益使用料　2,100円

月額47,000～80,000円

家　賃

月額15,400～25,600円

家　賃

木造平屋　　　　１ＤＫ
規　格

311-A01
住宅番号

木造２階建２戸建　３ＬＤＫ
規　格

201-105
住宅番号

木造平屋　４ＤＫ
規　格

809－B01
住宅番号

木造平屋２戸建　２ＤＫ
規　格

105-08
住宅番号

�
�
�
日時　20日（木）　受　　付　14：30～16：00
　　　　　　　　　相談時間　15：00～17：00�
場所　鷹巣阿仁福祉環境部（北秋田保健所）
相談対応医師　保健所嘱託医�
◎お問い合わせ 
　　　鷹巣阿仁福祉環境部  a６２－１１６５ �
�
日時、場所　9：30～11：30
　　　　北秋田市保健センター　　12日（水）
　　　　合川保健センター　　　　　3日（月）
　　　　森吉保健センター　　　　21日（金）
　　　　阿仁保健・福祉センター　26日（水）
内　容　健康相談、血圧測定等
持ち物　健康手帳（ない方は相談時にお渡しします）
�
日時　14日（金）　受付　13：00～13：30
場所　森吉保健センター
持参　母子健康手帳、予診票�

�

�

�

�

�

�

時間　９：00～12：00�

※記入用紙があり手続き終了まで30～40分かかります。�

　余裕をもっておいでください。

場所、期日

　北秋田市保健センター　３日（月）･17日（月）

　合川保健センター　　　10日（月）･24日（月）

　森吉支所　　　　　　　３日（月）･17日（月）

　阿仁支所　　　　　　　10日（月）�

�

期　日　21日（金）北秋田市保健センター

　　　　28日（金）森吉保健センター

時　間　18：00～20：00

対　象　７～９月予定の方及びその家族

内　容　栄養指導（調理実習）、妊婦体験

　　　　ビデオ学習

持　参　母子健康手帳、筆記用具、エプロン

※１週間前までに各会場の保健センターへ申し込みく

　ださい

�

日　時　11日（火）　受付13：30～15：00�

場　所　北秋田市保健センター

対象者　３歳から就学前まで

持　参　母子健康手帳、タオル、歯ブラシ

母子健康手帳交付�

健康相談�

マタニティ講座（中期）※２会場で行います�

予防接種（ポリオ）�

精神保健相談・老人精神保健相談及びアルコール健康相談（要予約）�
◎お問い合わせ
　北秋田市保健センター　a62－6666
　合川保健センター　　　a78－4272
　森吉保健センター　　　a72－3455
　阿仁保健センター　　　a82－2116
　

虫歯予防（フッ素イオン導入）�

４月26日（水）全血
10：00～12：00
13：00～14：30�
15：00～16：30�

阿 仁 支 所
特別養護老人ホーム山水荘�
阿仁養護老人ホームもろび苑

10：00～11：30
11：45～13：00�
14：30～16：00�

４月５日（水）全血

大館能代空港ターミナルビル
吉 野 の 郷 �
ケ ア タ ウ ン た か の す

Information　お知らせ�
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平成18年度 住宅整備資金�
　市では、高齢者世帯、障害者世帯、母子・寡婦世帯
が住宅の増改築を行う際、自力での整備が困難な世帯
に資金の貸付を行っています。
　貸付の対象となるのは次の要件に該当する方々です
が、詳細についてはお問い合わせください。
　■対象条件
　 ▽高齢者住宅は、60歳以上の方が同居し、そのた
　　 めの居宅等の整備
　 ▽障害者住宅は、障害者手帳１級～４級及び療育 
　　 手帳Ａに該当する方の居宅等の整備
　 ▽母子・寡婦世帯の住宅整備
　■申込期限　６月30日まで（母子・寡婦は年中）
　■貸付金決定期日　７月以降

　■申し込みに必要な書類
　▽貸付申請書▽工事見積書▽整備箇所の平面図ほか
　※母子・寡婦世帯で、所得税が非課税の場合、無利
　　子で借りられます｡
◎申し込み・お問い合わせ　�
　　　市福祉事務所  　　 a６２－１１１３

資金の種類

高齢者住宅
整 備 資 金

15 0 万 据置１年以内
９ 年 償 還

財政融資資金、簡
易生命保険特別会
計積立金その他の
借入資金の貸付利
率のいずれか低い
方の利率

元利均等
年 賦

　〃　
半年賦
でも可

　〃　 　〃　

　〃　県の貸付規則で

定 め る 利 率

1 5 0 万

1 5 0 万

貸 付
限度額 利 率 償還期間償還方法

障害者住宅
整 備 資 金

母子・寡婦世帯
住宅整備資金 ）（

�

実施期間　４月～平成19年３月末�

対象区域　旧鷹巣町ＤＩＤ（人口集中地区）地域

内　　容　公共基準点、官民境界杭などの状況調査　

　　　　　及び基準点測量�

※作業員は国土交通省の発行する身分証明書を携帯しています

◎お問い合わせ　　国土交通省国土地理院

　　　東北地方測量部 　　　a０２２－２９５－８６１１

�

受験資格　�

１　昭和52年４月２日～昭和60年４月１日生まれの者�

２　昭和60年４月２日以降生まれの者で要件を満たす者

試験日　第１次試験　６月11日（日）�

受　付　４月３日（月）～14日（金）まで�

申込み　申込用紙はハローワーク鷹巣にあります　

◎お問い合わせ　　

　　　秋田労働局総務部　　a０１８－８６２－６６８１�

�

受　　付　４月４日（火）～14日（金）土日曜日除く

実技試験　問題公表　６月５日（月）

実　　施　６月12日（月）～９月10日（日）まで

◎お問い合わせ

　　秋田県職業能力開発協会　a０１８－８６２－３５１０�

�

【Ⅰ種試験】

受　付　４月３日（月）～10日（月）まで

試験日　第１次試験　４月30日（日）�

【Ⅱ種試験】

受　付　４月14日（金）～25日（火）まで

（いずれも郵送で申し込みの場合は最終日消印有効）

試験日　第１次試験　６月18日（日）�

※なお、申込用紙の請求や受験資格等の詳しい内容に

ついては、人事院ＨＰなどで確認できます

◎お問い合わせ

　　人事院東北事務局　　　  a０２２－２２１－２０２２�

　　ＨＰ　http://www.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.htm�

平成18年度労働基準監督官採用試験�

国家公務員採用試験�

技能検定受検�

都市再生街区基本調査に伴う�
現地調査及び測量を実施します�

�

募 集 者　１名

応募資格　北秋田市内に活動拠点を有する法人または

　　　　　団体　※個人の応募はできません�

募集説明会　４月７日（金）　14：00～

場　　所　北秋田地域振興局　３階　第２会議室

◎お問い合わせ　�

　　北秋田地域振興局用地課管理班　a６２－３１１４

対　象　原則35歳未満の求職者で、管轄する公共職業

　　　　安定所長の指示・推薦を受けることができる方�

受講料　無料（テキスト代実費が必要）�

コース名　情報ビジネス実務科、情報事務実務科、

ビジネスプレゼン実務科、医療事務実務科など

◎申し込み・お問い合わせ

　　　ハローワーク鷹巣　　　　　　a６０－１５８６

県立北欧の杜公園パークセンターレストラン�
新規管理運営者募集�

若年者就職促進訓練　受講生募集�

Information　お知らせ�
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Information　お知らせ�

�

�

日　時　４月27日（木）受付　９：30～12：00

　　　　　　　　　　　診察　10：00～12：00

場　所　北秋田市保健センター

内　容　耳が聞こえにくくなった方の医師の診断、身

　　　　体障害者手帳交付や変更のための診断、補聴

　　　　器の交付に関する相談、指導助言を行います

◎お問い合わせ　�

　　　福祉事務所福祉課　　　　　　a６２－１１１３

期　間　４月１日～５月31日（土、日、祝祭日除く）�

時　間　８：30～17：15�

場　所　市役所税務課、各支所企画総務課

縦覧できる方

　市内に所在する土地、家屋を有する固定資産税の納

税者及び納税管理人、またはその代理人

持　参　・印鑑または本人と確認できるもの

　　　　　（納税通知書、運転免許証など）�

　　　　・代理人の場合は委任状

◎お問い合わせ　税務課資産税担当　a６２－１１１６�

　　　　　　　　または各支所企画総務課

�

�

　目と耳の両方に障害をもっている盲ろう者は、重複

障害のため外出することが極めて困難なことですが、

盲ろう者に適した通訳と介助があれば、困難は解消さ

れ、地域で生活をすることができます。

　現在、秋田県内には100名以上の盲ろう者が暮らし

ています。今回は盲ろう者を支援する「通訳介助者」

について知っていただくため、講座を開催します。�

日　時　４月15日（土）　13：30～15：30�

会　場　秋田看護福祉大学　小会議室

◎申し込み・お問い合わせ

　　　秋田県社会福祉会館内　�

　　　秋田盲ろう者友の会事務局�

※在室日　毎週水・金曜日　10：00～15：00�

　　　　　　　　　　　a／FAX０１８－８９５－５２０１

身体障害者巡回相談（聴覚）� 土地・家屋価格等縦覧帳簿の縦覧ができます�

「盲ろう者を知っていますか？」講座�

市外への広報紙の送付を希望される方へ�
　この４月から、市外（国内）にお住まいの方で「広
報きたあきた」の送付を希望される方のためのサー
ビスを始めることになりました（部数限定）。
　送料のみのご負担で、１年間毎月１回、１日号と
16日号を合わせてお送りします。
【お申し込みについて】
　市民の方が代わりに申し込まれる場合
　送料1,800円を添えて、４月14日（金）までに市役
所本庁舎広報情報課か各支所の企画総務課にお申し
込みください。
　市外在住の方
　所定の申込書をお送りしますので、下記までご連
絡ください。�
　なお、広報紙は市のホームページ
（http://www.city.kitaakita.akita.jp）でもご覧になれ
ます。
◎お問い合わせ　市役所広報情報課　a６２－６６０８

　北秋田市交流センターは、３月末日をもって北秋

田市議会議事堂としての使用を終え、４月１日から

市交流センターとして、市民の学習、研修、相互交

流の場として皆様の利用ができます。

　なお、利用時間や利用料金は下記までお問い合わ

せください。�

受付時間　８：30～17：00 �

受付場所　北秋田市交流センター   

休 館 日　12月29日～翌年１月３日まで�

◎申し込み・お問い合わせ

　　　北秋田市交流センター　 　　 a６２－６６２４ 

北秋田市交流センター使用申込みについて�

　北秋田市（北秋田市立阿仁病院）では、下記のと

おり薬剤師を募集します。詳しくは下記までお問い

合わせください。

応募資格　薬剤師　１名（非常勤一般職員）�

勤 務 地　北秋田市立阿仁病院

申込期限　４月21日（金）まで

提出書類　履歴書、免許証写、健康診断書�

待　　遇　勤務条件等については本人と面接の上

　　　　　決定します�

◎申し込み・お問い合わせ

　　　北秋田市立阿仁病院　 　　 a８２－２３５１ 

北秋田市立阿仁病院　薬剤師募集�
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人のうごき�
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（午後６：３０～９：００）

日
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16

曜
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日

電話番号
62－1267
62－1155
62－2261
69－5300
62－1455
63－0515
62－1146
63－2700
60－1055
62－1420
62－2882
63－0105
62－1101
62－1455
62－1400
62－1455

医 療 機 関 名
と し ま 医 院
近 藤 医 院
津 谷 内 科
毛利整形外科クリニック
北 秋 中 央 病 院
遠 藤 ク リ ニ ッ ク
奈 良 医 院
たむら内科クリニック
うえだクリニック
佐藤外科消化器科医院
藤 原 医 院
佐々木産婦人科医院
盛 岡 外 科 医 院
北 秋 中 央 病 院
石川耳鼻咽喉科医院
北 秋 中 央 病 院

鈴 木 珠 奈

藤 嶋 一 志

石 川 葉 介

松 尾 洸 音

青 木 心 温

望 月 湊 藍

平 川 湊 翔

菊 地 莉 奈

(　 )

(　 )

(　 )

(　 )

(　 )

(　 )�

(　 )

(　 )

舟 見 町

綴子下町

伊 勢 町

松 葉 町

松 葉 町

あけぼの町

合 川 李 岱

阿仁比立内

長女

長男

三男

三男

長女

長女

長男

長女

利光

英和

博一

吉高

信一

裕光

貴之

研滋

亜紀子

真由美

聖子

千恵子

なつ子

理絵

真弓

涼子

じゅな  

か ず し  

ようすけ 

ひ ろ と  

こ は る  

そ　　ら 

み な と  

り　　な 

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん�

ちゃん

ちゃん

３月１日～15日届出分

お誕生おめでとう
　　　　ございます

（　歳）

（　歳）

（　歳）

（　歳）

（　歳）

（　歳）

（　歳）

（　歳）

（　歳）

（　歳）

（　歳）

（　歳）

（　歳）

（　歳）

三 澤 亮 太  

戸 嶋 忠 助  

後 藤 養 二  

奈良キクヱ 

成 田 ト メ  

工 藤 隆 一  

鈴 木 富 悦  

櫻 田 清 市  

安 保 フ キ  

　 山 ス ミ  

佐藤ツルヱ 

佐 藤 キ ヱ  

松 橋 鐵 實  

松 橋 政 彦  

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん�

さん�

さん�

さん�

さん�

さん�

さん�

さん

21

84

71

94

98

52

70

70

90

87

83

91

66

42

大 堤

坊沢相善町

合 川

増 沢

合川李岱

上 杉

新 田 目

本城町屋 

阿仁銀山 

阿仁水無 

阿仁幸屋渡

阿仁根子 

阿仁比立内

阿仁比立内

りょうた

ちゅうすけ

よ う じ

りゅういち

とみえつ

せいいち

 

 

て つ み

まさひこ

おくやみ申し上げます

九 嶋 　 仁  

照 内 み ど り

じん

　さん

　さん

宮 前 町  

糠 沢  
（

（　歳）

（　歳）

（　歳）

（　歳）

（　歳）

大 山 健 治  

今 野 　 實  

田 村 光 明  

河 田 ク ニ  

今林清次郎

さん

さん

さん

さん

さん

66

73

78

81

98

南 鷹 巣

旭 町  

宮 前 町

元 町

旭 町

け ん じ  

みのる

こうめい 

　　　　 

せいじろう  

お二人の前途を
　　　　祝福します

今月の休館日

市立　　　図書館�

上杉あいターミナル�

ひまわりの家�

鷹　巣
森　吉

鷹巣 a６２－３３１１

a７８－９２９０

森吉 a７２－３１９２

開館時間８：３０ ～１９：００

 a７８－４０２５

５、１２、１６、１９、２６、２９日

１、２、８、９、１５、１６、２２、２３、２９、３０日

３、１０、１７、２４日

開館時間　９：００ ～１７：００まで
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人口と世帯数
２月28日現在

住民基本台帳による

　総人口　40,529人（ 62人減）
　　男　　19,202人（ 20人減）
　　女　　21,327人（ 42人減）
　 出生 　17人　転入　 22人
　 死亡 　46人　転出　 55人
　世帯数  14,861世帯（11世帯減）

前月比�
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クリーンアップ�

臨時列車さくら号�秋田内陸線臨時列車さくら号�
　快速列車さくら号は、東北屈指のお花見名所、弘
前城と角館武家屋敷を、直通運転で結びます。秋田
内陸線沿線の新緑や桜など春の景色を楽しみながら、
観桜会場を訪れてみませんか。普通乗車券でご乗車
できます。全席自由席
運転情報
■角館武家屋敷とさくら号
運転日　４月16日・17日・22日～30日、５月１日～７日
■弘前城とさくら号
運転日　４月15日・16日・21日～30日、５月１日～６日

弘前�大鰐温泉 碇ヶ関 大館 鷹巣 合川 米内沢 阿仁前田 阿仁合 比立内 阿仁マタギ 上桧木内 松葉 八津 西明寺 角館

8:09
発

8:21 8:30 8:52
9:09着
9:34発

9:49 9:55 10:10 11:30
着

11:0911:0110:4710:4010:22 11:2111:18

■角館武家屋敷とさくら号：角館の桜を見ながら、お昼を楽しむにはピッタリ。

合川米内沢阿仁前田阿仁合比立内阿仁マタギ上桧木内松葉八津西明寺角館

14:08
発 14:16 14:24 14:33

15:34着
15:37発15:03 15:1814:47 16:2316:0615:5815:5115:4715:43 16:1716:10

■弘前城とさくら号：弘前の観桜会を楽しめます。

前田南小渕 桂瀬 上杉 大野台

弘前�大鰐温泉碇ヶ関大館鷹巣

16:27 17:4816:31 17:28
16:33着
17:05発

17:57
18:08�
着

小ケ田 西鷹巣 普通片道乗車券で弘前～角館間の場合

大人　2,730円（JR弘前～鷹ノ巣1,110円+内陸線鷹巣～角館1,620円）�

小人　1,360円（JR弘前～鷹ノ巣550円+内陸線鷹巣～角館810円）

　北秋田市では、４月をクリーン月間と定めています
ので、各地区においては、クリーンアップを実施して
いただくようご協力願います。
　住民の皆さんにつきましては、きれいで快適な生活
環境を保全するために、一人でも多くの方をお誘い合
わせのうえ、クリーンアップに参加されますよう重ね
てご協力願います。�
【道路、河川、林野の清掃美化】
【公園、墓地、公共広場等の清掃美化】
【側溝のドブ上げ作業】など

※実施日時は雪の融け具合などにより、地区によって

　異なる場合がありますので、事前に地区の自治会長

　などにご確認ください。

４月23日（日）�
早朝１時間�

参加料�

　小・中・高校生　 500円�

　一般男女・壮年 　1000円�

申込方法�

　所定の申し込み書に記入し、参加料を添えてお申し

込みください。なお、小・中・高校生は学校単位でお

申し込みください。�

（申し込み締め切り後の参加はできません）�

しめきり　４月10日（月）まで必着�

第44回　河田杯マラソン大会�
 　参加者募集

※参加記念に自分で�
　使用するゼッケン�
　をプレゼント�

第44回　河田杯マラソン大会�
 　参加者募集
４月２２日（土）雨天決行�
受　付 　８:００～８:４０  市中央公民館�
開会式 　９:００～９:３０　　　〃�

スタート・ゴール　北秋田市役所前�

鷹巣支所市民生活課　　a６２－１１１７�

合川支所市民生活課　　a７８－２１１３

森吉支所市民生活課　　a７２－３１１５

阿仁支所市民生活課　　a８２－２１１３

◎お問い合わせ

◎申し込み・お問い合わせ　鷹巣体育館�

　　　「河田杯マラソン大会事務局」　　�

  a６２－３８００ 　ＦＡＸ６２－３８０１

◎お問い合わせ　秋田内陸縦貫鉄道㈱　a82-3231




